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近年、ＩoT、ビッグデータ、ＡＩの技術革新により、これらの技術分野における知財戦略を

どのように行っていくか関心が高まっています。その中で、モノ（構造）を中心として特許権

利化を図ってきた企業からは、コンピュータ・ソフトウエア（ＣＳ）関連発明のクレームをど

のように記載すればよいのか、また何に注意しなければならないのか、戸惑いの声が多く聞か

れます。 

特に、日本では特許法上の保護対象である「発明」として認められたクレームが、米国では

特許適格性がない(35U.S.C.§101)と判断されることは珍しくありません。私たちは、日本出

願用のクレームを英訳して米国に出願することが多いため、米国の審査段階で始めてこのよう

な拒絶理由に対応しなければならないことがよくあります。しかし、これは、時間的・コスト

的負担が生じるだけでなく、権利取得そのものをあきらめざるを得ないリスクも出てきます。 

今回のワークショップでは、米国特許商標庁の審査官の経験を持ちＣＳ関連発明に携わって

きた米国特許弁護士と、ＣＳ関連発明の出願を多く扱ってきた日本の弁理士が、日本との比較

を交えながら、米国出願を見据えたＣＳ関連発明のクレーム作成のポイントを解説します。 

本ワークショップには、米国におけるＣＳ関連発明のクレーム作成についてより知識を深め

たいという方だけでなく、今まではあまり必要がなかったもののこれからＣＳ関連発明の権利

化を必要と考えているという方にもぜひ参加していただきたいと思います。この機会に多数ご

出席くださいますようご案内申し上げます。 
 

＜＜＜＜ワークショップワークショップワークショップワークショップの概要＞の概要＞の概要＞の概要＞        ＊英語中心で解説し、随時日本語解説を加えます。＊英語中心で解説し、随時日本語解説を加えます。＊英語中心で解説し、随時日本語解説を加えます。＊英語中心で解説し、随時日本語解説を加えます。    

    １．１．１．１．講講講講    義：義：義：義：    
            ＣＳ関連発明のＣＳ関連発明のＣＳ関連発明のＣＳ関連発明の米国特許クレーム米国特許クレーム米国特許クレーム米国特許クレーム作成の作成の作成の作成のポイントポイントポイントポイント（特許適格性（特許適格性（特許適格性（特許適格性やややや記載要件記載要件記載要件記載要件の観点からの観点からの観点からの観点から））））

をををを、日本との比較を交えながら、日本との比較を交えながら、日本との比較を交えながら、日本との比較を交えながら解説します。解説します。解説します。解説します。    
    ２．２．２．２．ワークショップ：ワークショップ：ワークショップ：ワークショップ：    
            参加者には、セミナーで解説したポイントを中心に、ＣＳ関連発明の参加者には、セミナーで解説したポイントを中心に、ＣＳ関連発明の参加者には、セミナーで解説したポイントを中心に、ＣＳ関連発明の参加者には、セミナーで解説したポイントを中心に、ＣＳ関連発明のクレーム例クレーム例クレーム例クレーム例（英文（英文（英文（英文

クレームも含む）クレームも含む）クレームも含む）クレームも含む）についてについてについてについて問題点など問題点など問題点など問題点などをををを御検討いただきます。講師が御検討いただきます。講師が御検討いただきます。講師が御検討いただきます。講師がクレームクレームクレームクレーム例に対す例に対す例に対す例に対す
るるるる問題点問題点問題点問題点やややや改良案を説明します。改良案を説明します。改良案を説明します。改良案を説明します。    
 

講  師  米国特許弁護士  ギャリー・クー  氏（United IP Counselors, LLC） 

日本弁理士    原田 泉  氏  （新樹グローバル・アイピー特許業務法人） 
（講師の略歴を、当会のＨＰに掲載しています。） 

 
日  時 平成 2９年７月１３日（木）1０時～１６時１０分 （９時３０分より受け付け開始） 
 

会  場 ＯＭＭビル２階 20３会議室 大阪市中央区大手前１－７－３１       
（京阪電車「天満橋」駅東口、地下鉄谷町線「天満橋」駅北改札口からＯＭＭ地下２階に連絡） 

 

講義レベル 米国出願実務経験２年以上 
 

定  員 3０名（定員になり次第締め切ります。） 
 

参加料      特別会員   10,000 円         会     員   15,000 円 

(含資料代)    購 読 者    18,000 円         そ の 他   23,000 円 

               （購読者：経済産業公報、特許ニュース及び知財ぷりずむの購読者）  
 

主 催 一般財団法人 経済産業調査会  
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日本弁理士会会員の皆様へ 

    このセミナーは、日本弁理士会の継続研修としての認定を申請中です。認定後には、この研修を受講され

た方が、所定の申請をすると外部機関研修として５単位が認められる予定です。 

    

    

    

７７７７月月月月１３１３１３１３日開催セミナー【日開催セミナー【日開催セミナー【日開催セミナー【米国特許クレーム作成ワークショップ米国特許クレーム作成ワークショップ米国特許クレーム作成ワークショップ米国特許クレーム作成ワークショップ 2012012012017777】】】】    

 

参 加 申 込 書 

 

FAX 番号：06-6941-8974 

貴社（所）名  

住  所 
〒 

電 話 番 号  ＦＡＸ番号  

  参加料などの振込ご希望の方は請求書を送付致しますので右の欄に○印をお願い致します。   

参 加 者 氏 名 所 属 部 課 名 Ｅ－ｍａｉｌ 

   

  
 

   

◎お願い：キャンセルは、セミナー開催の前々日(土日祝日は除く)の 17時までに必ずお電話にてお願い致します。それ以後のご欠席の場 
合には参加料を請求させていただきます。代理出席は可能です。その他ご不明な点はお問い合わせ下さい。 

◎お申し込みに対する受諾のご通知は致しませんので、当日直接会場へお越し下さい。申込時にいただきました個人情報につきましては、 
本セミナーの実施、運営に利用させていただくとともに、新刊書やセミナー・講演会などの各種ご案内など当会の事業活動に限って使用 
させていただくことがあります。また、本講座の講師にお客様の「所属先」、「部署名（役職名）」、「氏名」をお知らせさせていた 
だきます。本件に関し、不都合がございましたらご連絡ください。 

 

 

◆以下の方法でもお申し込みいただけます◆    

１．当会近畿本部ＨＰのよりお申し込み１．当会近畿本部ＨＰのよりお申し込み１．当会近畿本部ＨＰのよりお申し込み１．当会近畿本部ＨＰのよりお申し込み    

http://www.chosakai-kinki.jp/d_seminar/seminar-list.html/  

２．Ｅメールでお申し込み２．Ｅメールでお申し込み２．Ｅメールでお申し込み２．Ｅメールでお申し込み    

「開催日・会場・メインテーマ・氏名・ご連絡先」をお書きの上、seminar@chosakai-kinki.jp までお送り下さい。   
 

    

◇◇◇◇    お申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせはお申込み・お問い合わせは    ◇◇◇◇    

一般財団法人 経済産業調査会 近畿本部 セミナー係    

電 話 06-6941-8971   ＦＡＸ 06-6941-8974 
〒540-0012 大阪市中央区谷町１－７－４ （ＭＦ天満橋ビル８階）  

ホームページ http://www.chosakai-kinki.jp/    

 


